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委 員 会 会 議 録 

（社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 平成２１年度（第８回）環境対策委員会 

開催日時 平成２２年３月１２日（金） １７：００～１８：１５ 

開催場所 ライズヴィル都賀山 

出 席 者 委員１２名、安田副会長、事務局２名 

 
協   議   内   容 

 
  定刻に委員会開催。立野委員長から開会の挨拶が行われた。 
引き続き、安田副会長より挨拶が行われ、昨日開催された、（社）全日本トラック協会環境

委員会（安田副会長が委員として出席）の内容が説明された。 
・低公害車助成が半減以下となり大幅なカットととなる一方、ＥＭＳ機器助成は大幅に増加。

・アイドリングストップ機器（蓄熱式ウォームマット等）の地方協会助成金限度額が増加。

・近日中にデジタコとドライブレコーダーが合体した機器が発売される。 
・環境車購入助成は９月末までの期間であるが、予算に限りがあることから６月ぐらいで終

了する見込み。 
 
立野委員長が議長となり、委員会審議が開催された。 

 
議 題 
（１）事業実施報告について 
①アイドリングストップ内部啓発用ステッカーの配付 
作成された、「ヘルメットステッカー」と「ダッシュボードステッカー」が紹介された。

配付方法と配付数は協議の結果、４月「おしらせ」で配付し、その配付数は、ダッシュ

ボード用は車両数、ヘルメットステッカーは車両数＋αとなった。 
（２）平成２２年度事業計画・予算書（案）について 
①予算書（案）について 
④各種助成制度について 
（低公害車・排ガス装置・ＥＭＳ等機器・蓄熱蓄冷機器・エコタイヤ） 
予算案は、前回委員会の協議結果を反映した内容となっているが、エコタイヤ助成につ

いては執行部の意見を反映し、助成規模を倍増。他方、１社あたりの限度額は半減とし、

広く多くの会員事業者に助成利用できるよう、変更している。さらに、大型車と小型車の

タイヤ価格差を鑑み、金額一律助成を改め、大型車２,０００円、中型車・小型車１,５００
円としている。 
安田副会長より、執行部の意見として、国が助成額を下げている状況であるので、なお
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さら地方（県ト協）として手厚く助成すべきという発想が基本にある。エコタイヤは広く

助成すべき内容であるので、１社あたりの限度額を下げて、総数の増加を図った、との説

明が行われた。 
協議の結果、本案異議無く、承認された。 
また、エコタイヤ助成申請の方法を協議した結果、下記の通りとなった。 
・助成申請には、業者からのタイヤ納品書とタイヤ装着証明の添付を必要とする。 
・新車装着のエコタイヤも助成対象とする。 
・タイヤ助成は多くの利用が想定される助成金制度である。事業者がある程度購入実績

をまとめて申請しようとした場合、まとめている間に助成金予算額が一杯になる可能

性もあるので、残り枠を含めた周知を広く行う必要がある。 
 
また、委員より、低床車の扁平率が高いタイヤがエコタイヤとしてラインナップにある

かどうかの確認が求められ、後日、事務局にて確認することとなった。 
 
②アイドリングストップ啓発活動について 
 アイドリングストップ啓発活動の啓発配付ティッシュの図案が紹介された。 
４月期のアイドリングストップ啓発活動は、今年度同様、支部単位にて各地の交通安全

協会等の団体と一緒に行う。日程は資料の通り。２３日の週にならないと実施日等内容が

判明しない支部もある。このことから、実施日程場所が決定しだい事務局へ報告すること

となった。 
６月期のアイドリングストップは協議の結果、６月９日（水）１１：００～、実施場所

は資料の通り（例年通り）実施することとなった。また、湖西支部へは、出来るだけ同一

日実行の要請が行われた。（次期委員への引き継ぎ要請） 
事務局より、現在、アイドリングストップ啓発活動に対して、保険をかけているが、保

険料が高額である。このことから、保険を見直し、死亡時３００万円・入院時５,０００円・
通院時３,０００円程度の補償内容の保険商品を、別保険会社へ見積もり依頼を行ってい
る。 
また、駐車スペースでの啓発活動は禁止、あくまでも歩道上で啓発活動を行うことが再

確認された。（次期委員への引き継ぎ要請） 
③エコドライブ研修会について 
４月１０日（土）に甲賀支部対象で実施する。今回から大型車研修も取り入れ、 
大型１０名・中型１０名の合計２０名の研修となる。この調整を支部で行う。 
また、委員会で協議された、実地研修の待ち時間の有効活用として、安全運転・エコド

ライブ関係のＤＶＤを待合バスの中で上映することとなった。 
 
（３）その他 

なし 
以上で議事が終了した。 

 


